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 体に無理

の本を３冊

選手を育て

に、今では

す。このよ

情報を得て

 当社は野

良県は、最

上を担って

め、グラブ

そこで、本

製造技術の

校の野球少

 当社の一

す。回内動

い、回内グ

投球フォー

更に、最

新しいグラ

なお、今

援事例 

社ＵＭＥ

奈

１

４

理が無く、使い

冊出版しまし

てたプロ野球

は、整形外科

ように、人的

て、新しいグ

野球用グラブ

最盛期には年

ていましたが

ブ職人が激減

本業の製造・

の啓蒙と若手

少年に、正し

一押し商品は

動作とは、手

グラブとは、

ームにも影響

最新のバイオ

ラブを開発し

今回のグラブ

【INPIT

ＥＨＡＲ

奈良県大和郡
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１９６８年 

４人 

いやすいグラ

した。その結

球のコーチ等

の先生方も含

ネットワーク

グラブの開発

ブの企画・開

年間数百万個

が、今では、

減し、次世代

販売の傍ら

手職人の育成

しい野球フォ

は、投球や捕

の内在筋と皮

素手感覚の

響し、疲れ難

オメカニクス

しております

ブはふるさと

T 奈良県

Ａ＆ＣＯ

郡山市 

ラブを探求す

果、幸運にも

等との人的ネ

含め、多くの

クを活かし、

発を行ってい

開発・製造・販

のグラブを生

最盛期の５％

代の担い手が

、奈良県グラ

成を行ってい

ォームについ

捕球時に回内

皮膚が正しく

グラブとも言

難くなる効果

スを研究し、

す。 

と納税の返礼

県知財総

Ｏ． 

業 種

資本金

企業概要

する中で得た

も、現役プロ

ットワークが

の方々との交

、いろいろな

ます。 

販売や修理を

生産し、国産

％以下になっ

がいなくなる

ラブ産業復活

います。さらに

いての指導な

内動作を促進

く反応し効果

言えます。研

果も期待でき

「はめること

礼品にも選定

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 製造業

金 1,000

 

た考えを基に

ロ野球の選手

が広がりまし

交流が広がっ

な分野の方の

をしておりま

産グラブの８

っています。

可能性があ

活のため、グ

に、地元の小

ども行ってい

進する回内グ

果的に働く動

研究の結果、

るものです。

とで動作が変

されました。

み 

品 

援窓口】 

、小売業 

0 万円 

にグラブ

手たちや

した。更

っていま

の意見や

ます。奈

８０％以

そのた

ります。

グラブの

小・中学

います。 

グラブで

動作を言

投手の

。 

変わる」

。 

２０１９年年度版 

 

 

 アイデア

て説明を受

検討をする

ついても記

 特に、出願

成された書

審査請求

と共に支援

点を明確に

明したいと

ボール用グ

その後、ブ

が評判にな

数が約７倍

持ち前の

考にすぐに改

との構造や効

れました。

グラブ職

ールが変わ

得できると

また、その

役立つよう

知財総合支

 商工会か

が大きく、

の特許出願

アのポイントで

受けました。こ

ると共に、特許

記載した方がよ

願書類に記載

書類で特許出願

求後、本発明と

援し、回内動作

しました。ま

の意向を受け

グラブ」の発明

ブランディン

り、その他の

にもなりまし

「なんでもす

改善したグラ

効果の相違点

職人として野球

わる」というこ

とは夢にも思い

過程で多くの

うに頑張りたい

支援窓口活

からの紹介で、

今まで温めて

願の支援を行う

が

え

業

である、投球

この理論は、

許出願にあた

よい旨、助言

載する特許を

願をされまし

と見かけ上よ

作を実現する

また、手続補

け、面接審査

明が登録にな

ングのため、

の新聞やテレ

した。 

すぐにやってみ

ラブを試作し

点などを確か

球のグラブの

ことを検討し

いませんでし

のことも学べ

いと思います

活用の概要

窓

、最初は著作

ていたアイデ

うことになり

窓口担当

もともと色々

がら、そのネ

えつつも、着

業の立て直し

窓口

球や捕球動作

まだ一般的に

たって、基本的

言しました。

を請求する範囲

した。続いて、

く似た引用文

るグラブ構成の

補正書と意見書

査を紹介しま

なりました。 

新聞社の取材

レビなどで何度

みる」という

し、次回の相談

めてから、そ

企業か

最初

の縫製や使い

したのは世界で

した。知財総

べました。これ

す。 

その

（記：窓口

窓口を活用

作権や商標登録

デアである野球

りました。 

当者から一

々な立場の人

ットワークを

実な開発を積

を実現させて

活用のきっ

を安定させス

に認知されて

的な機能とし

 

囲について専

、審査請求と

文献を挙げた

のポイントと

書作成の支援

した。そして

材依頼を勧め

度も取り上げ

う精神で、当窓

談会に持参さ

その内容を明

からのメッセ

初の相談概

いやすさを長年

で初めてだと

総合支援窓口の

れからもこの

の後の相談概

口担当者） 

用して変わっ

録出願の相談

球グラブにつ

一言 （氏名

人とのネット

を活用して、

積極的に行わ

ていただくこ

っかけ 

スムーズな動

ていない可能

しての捕球に

専門家（弁理

と早期審査の

た拒絶理由通知

となる位置を

援も行い、審査

て、特許第６

め、その取材記

げていただい

窓口で実施し

れました。実

細書や手続補

セージ 

概要 

年研究してき

と思います。

の親切丁寧な

の特許グラブが

概要 

ったところ

談に来られま

ついて権利化

名：尾濱 

トワークがあ

意見を聞いて

われています。

ことを祈念して

動きを実現させ

性もあるので

おける作用・

士）に何度も

の手続きについ

知が届きまし

限定すること

査官に構造・

５０１１３２

記事でグラブ

た結果、投手

している専門

実際の改善効

補正書に反映

きました。「投

自分の研究成

なご指導によ

が野球選手の

ろ 

ました。その後

化を図りたいと

昌宏） 

り、着実にエ

て次に進むと

。是非、地元

ております。

せる「回内理

で、その理論

・動作および

も相談し、初

いても支援し

したが、専門家

とで、引用文

・効果の相違

２号「野球ま

ブが特許登録

手用グラブの

家相談会での

効果や引用文献

映し、自ら書類

投手用グラブ

成果が発明と

り晴れて特許

の故障予防や

後、より地元

との相談を受

エビデンスを

という、スピ

元並びに日本

 

理論」につい

論的裏付けの

びその効果に

めて自ら作

しました。 

家（弁理士）

献との相違

点を直接説

たはソフト

されたこと

年間の販売

の助言を参

献のグラブ

類を作成さ

ブでコントロ

として特許取

許取得でき、

や技能向上に

元産業に影響

受け、グラブ

を積み上げな

ピード感を備

本のグラブ産

2022年07月26日掲載　新原稿
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 体に無理

の本を３冊

選手を育て

に、今では

す。このよ

情報を得て

 当社は野

良県は、最

上を担って

め、グラブ

そこで、本

製造技術の

校の野球少

 当社の一

す。回内動

い、回内グ

投球フォー

更に、最

新しいグラ

なお、今

援事例 

社ＵＭＥ

奈

ジ URL h

１

４

理が無く、使い

冊出版しまし

てたプロ野球

は、整形外科

ように、人的

て、新しいグ

野球用グラブ

最盛期には年

ていましたが

ブ職人が激減

本業の製造・

の啓蒙と若手

少年に、正し

一押し商品は

動作とは、手

グラブとは、

ームにも影響

最新のバイオ

ラブを開発し

今回のグラブ

【INPIT

ＥＨＡＲ

奈良県大和郡

http://ume

１９６８年 

４人 

いやすいグラ

した。その結

球のコーチ等

の先生方も含

ネットワーク

グラブの開発

ブの企画・開

年間数百万個

が、今では、

減し、次世代

販売の傍ら

手職人の育成

しい野球フォ

は、投球や捕

の内在筋と皮

素手感覚の

響し、疲れ難

オメカニクス

しております

ブはふるさと

T 奈良県

Ａ＆ＣＯ

郡山市 

ehara-co.c

ラブを探求す

果、幸運にも

等との人的ネ

含め、多くの

クを活かし、

発を行ってい

開発・製造・販

のグラブを生

最盛期の５％

代の担い手が

、奈良県グラ

成を行ってい

ォームについ

捕球時に回内

皮膚が正しく

グラブとも言

難くなる効果

スを研究し、

す。 

と納税の返礼

県知財総

Ｏ． 

com/ 

業 種

資本金

企業概要

する中で得た

も、現役プロ

ットワークが

の方々との交

、いろいろな

ます。 

販売や修理を

生産し、国産

％以下になっ

がいなくなる

ラブ産業復活

います。さらに

いての指導な

内動作を促進

く反応し効果

言えます。研

果も期待でき

「はめること

礼品にも選定

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 製造業

金 1,000

 

た考えを基に

ロ野球の選手

が広がりまし

交流が広がっ

な分野の方の

をしておりま

産グラブの８

っています。

可能性があ

活のため、グ

に、地元の小

ども行ってい

進する回内グ

果的に働く動

研究の結果、

るものです。

とで動作が変

されました。

み 

品 

援窓口】 

、小売業 

0 万円 

にグラブ

手たちや

した。更

っていま

の意見や

ます。奈

８０％以

そのた

ります。

グラブの

小・中学

います。 

グラブで

動作を言

投手の

。 

変わる」

。 

２０１９年年度版 

 

 

 アイデア

て説明を受

検討をする

ついても記

 特に、出願

成された書

審査請求

と共に支援

点を明確に

明したいと

ボール用グ

その後、ブ

が評判にな

数が約７倍

持ち前の

考にすぐに改

との構造や効

れました。

グラブ職

ールが変わ

得できると

また、その

役立つよう

知財総合支

 商工会か

が大きく、

の特許出願

アのポイントで

受けました。こ

ると共に、特許

記載した方がよ

願書類に記載

書類で特許出願

求後、本発明と

援し、回内動作

しました。ま

の意向を受け

グラブ」の発明

ブランディン

り、その他の

にもなりまし

「なんでもす

改善したグラ

効果の相違点

職人として野球

わる」というこ

とは夢にも思い

過程で多くの

うに頑張りたい

支援窓口活

からの紹介で、

今まで温めて

願の支援を行う

が

え

業

である、投球

この理論は、

許出願にあた

よい旨、助言

載する特許を

願をされまし

と見かけ上よ

作を実現する

また、手続補

け、面接審査

明が登録にな

ングのため、

の新聞やテレ

した。 

すぐにやってみ

ラブを試作し

点などを確か

球のグラブの

ことを検討し

いませんでし

のことも学べ

いと思います

活用の概要

窓

、最初は著作

ていたアイデ

うことになり

窓口担当

もともと色々

がら、そのネ

えつつも、着

業の立て直し

窓口

球や捕球動作

まだ一般的に

たって、基本的

言しました。

を請求する範囲

した。続いて、

く似た引用文

るグラブ構成の

補正書と意見書

査を紹介しま

なりました。 

新聞社の取材

レビなどで何度

みる」という

し、次回の相談

めてから、そ

企業か

最初

の縫製や使い

したのは世界で

した。知財総

べました。これ

す。 

その

（記：窓口

窓口を活用

作権や商標登録

デアである野球

りました。 

当者から一

々な立場の人

ットワークを

実な開発を積

を実現させて

活用のきっ

を安定させス

に認知されて

的な機能とし

 

囲について専

、審査請求と

文献を挙げた

のポイントと

書作成の支援

した。そして

材依頼を勧め

度も取り上げ

う精神で、当窓

談会に持参さ

その内容を明

からのメッセ

初の相談概

いやすさを長年

で初めてだと

総合支援窓口の

れからもこの

の後の相談概

口担当者） 

用して変わっ

録出願の相談

球グラブにつ

一言 （氏名

人とのネット

を活用して、

積極的に行わ

ていただくこ

っかけ 

スムーズな動

ていない可能

しての捕球に

専門家（弁理

と早期審査の

た拒絶理由通知

となる位置を

援も行い、審査

て、特許第６

め、その取材記

げていただい

窓口で実施し

れました。実

細書や手続補

セージ 

概要 

年研究してき

と思います。

の親切丁寧な

の特許グラブが

概要 

ったところ

談に来られま

ついて権利化

名：尾濱 

トワークがあ

意見を聞いて

われています。

ことを祈念して

動きを実現させ

性もあるので

おける作用・

士）に何度も

の手続きについ

知が届きまし

限定すること

査官に構造・

５０１１３２

記事でグラブ

た結果、投手

している専門

実際の改善効

補正書に反映

きました。「投

自分の研究成

なご指導によ

が野球選手の

ろ 

ました。その後

化を図りたいと

昌宏） 

り、着実にエ

て次に進むと

。是非、地元

ております。

せる「回内理

で、その理論

・動作および

も相談し、初

いても支援し

したが、専門家

とで、引用文

・効果の相違

２号「野球ま

ブが特許登録

手用グラブの

家相談会での

効果や引用文献

映し、自ら書類

投手用グラブ

成果が発明と

り晴れて特許

の故障予防や

後、より地元

との相談を受

エビデンスを

という、スピ

元並びに日本

 

理論」につい

論的裏付けの

びその効果に

めて自ら作

しました。 

家（弁理士）

献との相違

点を直接説

たはソフト

されたこと

年間の販売

の助言を参

献のグラブ

類を作成さ

ブでコントロ

として特許取

許取得でき、

や技能向上に

元産業に影響

受け、グラブ

を積み上げな

ピード感を備

本のグラブ産

2019年12月18日掲載　旧原稿


